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朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）

の
核
開
発
疑
惑
を
解
消
す
る
尼
め
の
来
朝

合
意
（
十
月
二
十
一
日
）
か
ら
す
で
に
二

か
月
余
り
。
概
算
四
十
億
�
（
約
四
千
億

円
）
と
い
わ
れ
る
軽
水
炉
建
設
費
の
分
担

を
巡
る
米
韓
日
間
の
協
議
は
ま
だ
難
航
し

て
い
る
が
、
ど
う
も
日
本
人
の
立
場
か
ら

み
て
釈
然
と
し
な
い
点
が
多
い
。

現
に
読
売
新
聞
社
の
世
論
調
査
（
十
一

東海大教養学部教授

月
二
土
八
日
付
朝
刊
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
お
夫

が
費
用
の
一
郎
を
負
皐
急
こ
と
に
否
定
作
熊

・
的
な
意
見
が
四
割
に
も
達
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
ポ
ス
ト
金
日
成
の
北
朝
鮮
こ
子

の
動
向
を
十
分
見
極
め
る
こ
と
も
せ
ず
心
金

に
、
来
同
政
府
が
洞
時
点
で
、
こ
の
よ
う

な
疑
問
に
同
ち
た
妥
協
を
急
い
だ
背
漿
に

は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
政
治
的
意
向
が

う
か
が
わ
れ
る
。
来
年
四
月
に
迫
っ
た
咳

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の
延
長
会
議
の

蔚
に
、
是
が
非
で
も
北
朝
鮮
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
核
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
。
つ
ま
り
、

同
条
約
の
無
期
限
延
長
に
有
利
な
環
禍
を

作
っ
て
お
き
た
い
Ｉ
’
－
の
腹
だ
。

　
だ
が
、
そ
の
結
果
「
核
カ
ー
ド
」
を
最

大
限
に
駆
使
し
た
北
朝
鮮
の
″
粘
り
勝
ｊ

　
ど
ね
尹
の
印
象
を
強
め
た
。
か
え
っ

て
こ
ｉ
の
世
界
的
な
桜
拡
散
開
聞
の
解

決
に
少
な
か
ら
ぬ
マ
イ
ア
ス
の
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
否
定
で
微
原
い
。

　
だ
か
？
』
い
っ
て
、
今
回
の
来
朝
合
意

を
全
く
無
意
味
と
断
ず
る
つ
も
り
は
な

　
こ
れ
に
要
す
る
費
用
は
確
か
に
は
ん
ぱ
　
必
要
経
費
の
調
達
や
資
金
運
用
の
た
め
の

な
額
で
は
な
い
。
だ
が
も
し
、
平
和
的
解
　
ト
ン
ネ
ル
だ
け
に
し
な
い
。
原
子
刀
発
電

決
が
失
敗
し
、
国
連
制
裁
も
な
ら
ず
、
最
　
所
の
建
設
後
の
運
転
管
理
、
安
全
性
・
環

後
の
手
段
と
し
て
仮
に
米
国
防
総
省
が
握
　
境
対
策
、
保
障
揚
圃
（
査
察
）
の
適
用
と
、

唱
す
る
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
。
（
Ｔ
Ｍ
Ｄ
）
　
　
こ
れ
ら
の
た
め
の
技
術
協
力
の
場
と
し
て

網
を
構
築
す
る
と
す
る
。
そ
う
な
る
と
兆
　
の
燃
ｒ
価
え
た
も
の
に
し
て
行
く
べ
き

単
位
の
金
が
か
か
り
、
し
か
も
脚
勁
性
は
　
だ
ろ
う
。

疑
問
だ
。
そ
れ
を
考
え
れ
ぱ
、
決
し
て
法
　
　
今
後
、
経
済
開
発
に
伴
い
多
量
の
電
力

外
な
額
と
は
言
え
ま
い
。
　
　
　
　
　
　
を
必
要
と
す
る
北
朝
鮮
に
も
、
こ
の
よ
う

　
さ
ら
に
ま
た
、
建
設
さ
れ
る
軽
水
炉
が
　
な
国
際
協
力
は
大
い
に
有
益
の
は
ず
だ
。

韓
国
型
の
炉
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
日
　
現
在
ア
ジ
ア
で
は
、
日
本
、
韓
国
、
台

本
の
炉
と
も
同
型
で
あ
る
。
将
来
、
事
故
　
湾
、
中
国
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

や
運
転
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
　
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

・
Ｆ
馴
・
ｒ
配
ｒ
釦
凱
販
肪

い
。
長
年
、
外
交
の
現
場
で
咳
拡
散
問
題

を
担
当
し
、
そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
き

た
立
場
か
ら
そ
う
廊
う
。

　
少
な
く
と
も
、
軽
水
炉
転
換
間
題
に
つ

い
て
言
え
ば
、
被
査
宗
国
側
の
良
心
的
な

自
己
申
告
を
大
前
提
と
す
る
現
行
の
国
際

原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
査
察
制
度

に
は
、
本
質
的
な
限
界
が
あ
る
ｏ
で
あ
る

以
上
、
ど
ん
な
査
察
約
束
を
さ
せ
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
は
し
ょ
せ
ん
、
疑
惑
の
完
全

解
消
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
黒
鉛
減

運
炉
を
や
め
、
構
造
的
に
軍
事
転
用
を
し

に
く
い
軽
水
炉
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
は
、

長
期
的
に
意
味
が
あ
る
。

に
、
日
韓
か
ら
の
技
術
協
力
や
救
援
が
容

易
と
な
る
。
こ
う
し
て
日
韓
と
北
朝
鮮
間

の
専
門
家
レ
ベ
ル
の
交
流
が
繁
密
に
な
れ

ば
、
自
然
に
相
互
信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
査
察
に
勝
る
最
善
の
安
全

保
障
と
な
る
だ
う
つ
。
日
期
間
の
雰
囲
気

の
改
善
に
も
資
す
る
に
違
い
な
い
。

　
そ
こ
で
こ
の
際
、
日
本
も
思
い
切
っ
て

プ
ラ
ス
思
考
に
転
換
し
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
北
朝
鮮
の
軽
水
炉
転

換
支
援
の
た
め
、
近
く
設
立
さ
れ
る
は
ず

の
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
国
際
的
融
資

団
）
で
あ
る
「
朝
鮮
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機

構
’
一
（
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
。
仮
称
）
に
つ
い
て
も
、

国
に
お
い
て
も
、
原
子
力
発
・
電
促
進
へ
の

機
運
が
確
実
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン

Ｆ
ネ
シ
ア
は
特
に
意
欲
的
で
、
来
世
紀
初

頭
に
第
一
号
の
発
電
炉
を
完
成
さ
せ
、
以

後
十
年
間
に
十
余
基
の
原
発
建
設
を
目
指

し
て
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
従
来
、
日
本
政
府
は
原
子
力
分
野
で
は

欧
米
先
進
国
と
の
協
力
に
の
み
専
念
し
て

恭
司
開
発
途
上
国
と
の
協
カ
に
は
、
核

拡
散
の
懸
念
か
ら
、
否
定
的
な
対
応
を
続

け
て
恭
尼
。
一
方
、
そ
の
間
に
ア
ジ
ア
諸

国
は
、
積
極
的
に
売
り
込
み
を
図
る
欧
米

諸
国
と
の
関
係
を
強
め
て
い
る
。

　
だ
が
、
も
し
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
の
よ
う

な
事
故
が
ア
ジ
ア
の
ど
こ
か
で
起
こ
れ

ぱ
、
日
本
の
原
子
刀
は
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
る
だ
・
う
っ
し
、
も
し
斬
た
な
核
拡
散

が
生
じ
れ
ぱ
、
。
安
全
保
障
上
の
脅
威
は
計

り
知
れ
な
い
。

　
今
や
一
国
平
和
主
義
は
、
原
子
力
の
分

野
で
も
通
用
し
な
い
。
「
安
全
で
平
和
な

原
子
刀
」
を
ア
ジ
ア
に
定
着
さ
せ
る
こ
と

は
、
非
信
二
原
則
の
下
で
原
子
力
平
和
利

吊
に
徹
し
て
き
た
日
本
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
だ
。
ま
た
、
｝
」
う
し
た
地
域
協
力
の
推

進
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
一
間
の
原
子
力

協
力
機
関
「
ュ
ー
フ
ト
ム
」
の
ア
ジ
ア
版

必
も
い
え
る
「
ア
ジ
ア
ト
ム
」
構
想
が
有

効
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
こ
の
構
想
の
冥

罰
に
向
け
て
、
今
こ
そ
始
勁
Ｘ
］
き
だ
。

　
北
朝
鮮
を
対
象
ぷ
忌
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
も
、

将
来
的
に
は
「
ア
ジ
ア
ト
ム
」
の
中
に
、

発
展
的
に
吸
収
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
査
察
を
補
完
す
る
地

域
査
察
制
度
や
、
地
域
的
非
核
地
帯
設
立

条
約
等
を
段
階
的
に
包
摂
も
で
き
る
。
最

終
的
に
は
、
東
ア
ジ
ア
全
域
を
カ
バ
ー
す

る
本
格
的
な
地
域
安
全
保
障
条
約
組
織
に

拡
大
発
展
す
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

北
朝
鮮
の
核
疑
惑
の
解
消
も
、
こ
の
よ
う

な
地
城
的
な
枠
組
み
の
中
で
初
め
て
確
実

な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
◇
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元
外
交
官
。
外
務
省
原
子
力
課
長
、
太

平
洋
経
済
協
力
会
議
日
本
委
員
会
事
務
局

長
等
を
歴
任
。
国
際
政
治
学
。
五
十
七
歳
。
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